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＜C P＞
今週の入札発行総額は約１兆2,600億円で、週間償還額（約１兆5,400億円）を下回ったものの、石油業や電気機器業等の大型発行案件でマーケットは活況となっ

た。発行残高は先週末の25兆2,587億円から、24日時点で25兆4,156億円に増加した。25日に、CP等買入オペが予定通り6,000億円でオファーされた。結果は、按

分レート△0.032％・平均落札レート△0.022%と前回（按分レート△0.039％・平均落札レート△0.011％）比で案分レートは上昇し、平均落札レートは低下した。発行

レートは、△0.05％台～０％近辺での出合いであった。

来週の週間償還額（12/30～1/5）は、月末日の大量償還（１兆5,900億円）を含み、約１兆6,200億円程度となっている。有利子負債圧縮ニーズから大幅な期日償還

が見込まれるため、償還超が予想される。多くの企業が年末休暇に入る為、取引はやや閑散を予想する。発行レートは、引き続きマイナスから０％近辺での出合い

＜レポ＞
足許GC取引は週初短国買入オペがオファーされ、△0.08％近辺が出合いの中心となった。その後は一時的に△0.09％の出合いも見られたが、週の後半は△0.085～△0.075％で推移し越週した。SC取引は2年409～419回
債、5年140～145回債、10年340～360回債、20年169～174回債、30年63～68回債、40年12～13回債などに引合いが多く見られた。

＜TDB＞
今週は入札もなく、セカンダリーも週を通して閑散なマーケットとなった。21日に実施された国庫短期証券買入オペは、2兆円(前回2.5兆円)のオファーに対して応札額は4兆5,446億円となった。そのほかセカンダリーでは概
ね3M物が△0.105％～△0.10％のレンジ、6M物が△0.103％近辺、1Y物が△0.115％～△0.112％のレンジで取引された。

＜インターバンク＞

日銀当座預金残高は、週初21日に国債大量償還があったことから、先週末対比6兆3,900億円増加の492兆8,000億円から始まった。今週は22日の国債買入オ

ペ・国庫短期証券買入オペ、24日の社債買入オペなど週を通して増加要因が多く、495兆2,000億円で越週した。

無担保コールON物加重平均金利は、週初21日から24日まで△0.022％～△0.019％で推移した。週末25日は地銀・外銀業態の調達意欲が強まったことで同金利

は上昇し、△0.016％となった。

厚生労働省が25日に公表した11月の有効求人倍率は1.06倍で、前月から0.02ポイント上昇した。2020年1月から9月まで9か月連続で低下していたが、10月から

上昇に転じ2か月連続の上昇となった。

来週の主な予定は、国内で日銀金融政策決定会合における主な意見(12月17日・18日開催分)の公表（28日）や11月鉱工業生産(前年比・前月比)の公表(28日)な

どがある。


